
 
 

     

 

初
雪
と
松
と
天
神
さ
ま 

 

天
神
さ
ま
と
い
え
ば
梅
。
こ
れ
は
現
在
で
は
多
く
の
方

に
知
れ
渡
っ
て
い
る
事
で
あ
り
ま
す
が
、
実
は
鎌
倉
時
代

ま
で
は
天
神
さ
ま
と
い
え
ば
「
松
」
で
し
た
。 

天
神
さ
ま
の
総
本
社
で
あ
る
京
都
の
北
野
天
満
宮
に

伝
わ
る
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻 

建
久
本
』
等
に
よ
れ
ば
、

菅
原
道
真
公
が
薨
去
さ
れ
て
四
十
三
、
四
年
後
に
、
天
神

さ
ま
と
な
ら
れ
た
道
真
公
か
ら
、
「
京
都
北
野
の
右
近
の

馬
場
に
祠
を
結
ぶ
よ
う
」
と
の
御
託
宣
が
あ
り
、
そ
の
「
し

る
し
」
と
し
て
、
一
夜
に
し
て
千
本
の
松
が
生
え
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
天
神
さ
ま
の
第
一
の
御

神
木
は
松
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
は
当
宮
に
も
同
様
の
七
本
松
の
伝
説
が
あ
り
、
こ
う

し
た
松
の
奇
瑞
は
、
天
神
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
神
社
の
中

で
も
、
特
に
古
社
に
伝
わ
る
特
徴
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
天
神
さ
ま
は
そ
の
年
の
初
雪
の
日
に
、
松

の
木
に
御
降
臨
に
な
ら
れ
詩
を
詠
ま
れ
る
と
い
う
「
影
向

の
松(

よ
う
ご
う
の
ま
つ)

」
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
現
在

も
京
都
の
北
野
天
満
宮
で
は
、
初
雪
の
日
に
、
一
の
鳥
居

近
く
の
松
の
木
の
下
で
、
詩
を
詠
む
為
の
文
房
四
宝(

筆
墨

硯
紙)

を
お
供
え
し
て
、
天
神
さ
ま
の
御
降
臨
を
寿
ぐ
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。(

今
年
は
一
月
二
十
五
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た)  

な
ぜ
初
雪
の
日
な
の
か
と
い
う
と
、
単
に
雪
景
を
愛
で

て
の
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
説
に
、
雪
と
い
う
漢
字

は
、
雨
か
ん
む
り
に
、
掃
の
字
の
ヨ
と
書
き
ま
す
。
こ
れ

は
雪
が
大
気
中
の
チ
リ
や
ホ
コ
リ
な
ど
を
全
て
地
上
に

落
と
し
て
、
空
気
を
キ
レ
イ
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら

れ
た
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
、
悪
し
き
も
の
を
掃
き
清
め
る

「
そ
そ
ぐ
」
の
意
味
で
、
悪
意
を
雪
ぐ
天
神
さ
ま
の
御
神

徳
を
慕
っ
て
の
事
で
は
な
い
か
と
も
謂
わ
れ
て
い
ま
す
。 

室
町
時
代
以
降
は
、
天
神
さ
ま
の
御
好
み
で
あ
ら
れ
た

梅
の
花
が
天
神
さ
ま
の
代
名
詞
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で

も
雪
の
日
は
天
神
さ
ま
が
松
の
木
の
上
か
ら
ご
覧
に
な

ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

菜
種
守
の
授
与 

本
年
も
天
神
さ
ま
と
茶
屋
町
に
縁
深
い
、
菜
の
花
に

因
ん
だ
、
イ
ラ
イ
ラ
封
じ
の
御
守
、
「
菜
種

な

だ

ね

守
ま
も
り

」
を
二
月

二
十
五
日
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
の
期
間
限
定
で
授
与
い

た
し
ま
す
。
荒
む
心
を
宥
め
、
気
持
ち
を
明
る
く
す
る
事

を
祈
念
し
た
開
運
の
御
守
で
す
。
茶
屋
町
の
御
旅
社
で

の
み
授
与
致
し
ま
す
。 

※
土
日
十
三
時
～
十
七
時
で
あ
れ
ば
確
実
に
授
与
ご
対
応
可
能
で
す 

 

厄
年
の
御
祈
祷 

当
宮
で
は
厄
年
の
厄
除
け
祈
祷
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

左
表
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
厄
年
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
特
に
数
え
年
の
男
性
四
十
二
才
（
昭
和
五
十
七
年
生
）
、
女
性

三
十
三
才
（
平
成
三
年
生
）
の
本
厄
の
方
は
、
大
き
な
厄
年
と
な

り
ま
す
。 

厄
除
け
祈
祷
は
そ
う
い
っ
た
年
回
り
に
、
災
厄
が
訪
れ
な
い

よ
う
に
と
祈
る
御
祈
祷
で
、
年
中
お
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
節

分
前
に
お
受
け
に
な
ら
れ
る
の
が
吉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
神
社
で
の
御
祈
祷
は
ご
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話

か
メ
ー
ル
等
で
ご
予
約
下
さ
い
。(

初
穂
料
五
千
円) 
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今 

月 
の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 
御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

二
月
二
十
一
日(

火) 
十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

 
               

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 
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綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
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【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

   

【
大
安
】 

 
 

 
 

  

【
朔
望
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
旬
】 

 

節
分
祭(

三
日) …

立
春
前
日
。
旧
暦
の
お
正
月
頃
。
鬼
や
ら
い 

祈
年
祭(

十
五
日) …

今
年
の
豊
穣
祈
願
。
神
宮
で
は
十
七
日 

梅
花
祭(

廿
五
日)…

菅
原
道
真
公
の
御
命
日 

  

立
春(

四
日)…

冬
が
極
ま
り
春
の
気
配
が
立
つ
頃
。
極
寒
期 

雨
水(

十
九
日)…

雪
が
雨
に
変
わ
る
頃
。
実
際
は
積
雪
真
盛
り 

  

初
午(

五
日)…

お
稲
荷
さ
ん
の
御
縁
日
。
商
売
繁
盛
の
祈
願
日 

  

二
月
五
日
、
十
一
日
、
十
六
日
、
廿
二
日
、
廿
八
日 

   

満
月(

七
日)

、
下
弦(

十
五
日)

、
朔
月(

廿
二
日)

、
上
弦(

廿
九
日 

   

建
国
記
念
の
日(

十
一
日) 

 

天
皇
誕
生
日(

二
十
三
日) 

   

[

野 

菜] 

水
菜
、
春
菊
、
菜
の
花
、
大
根
、
ネ
ギ
、
ふ
き
の
と
う 

[

果 

物] 

イ
チ
ゴ(

温
室)

、
柑
橘
類
、
キ
ウ
イ
、
リ
ン
ゴ 

[

魚
介
類] 

フ
グ
、
サ
ワ
ラ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
ホ
タ
ル
イ
カ 

[

そ
の
他] 

梅
花
、
菜
の
花
、
福
寿
草
、
海
苔 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行(

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、
十
五
日
に
一
月
号
を
発
行) 


